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　我々、和道流門徒が目指すべき「道」とは


今年の春合宿も概ね最高の天気に恵まれ、一年で最も過ごしやすい爽やかな季節の中、非常に充実した三日間となりました。

 和道流空手道連盟宗家・大塚博紀最高師範にもお越しいただき、十時間以上にわたり、みっちりとご指導を仰ぐことができました。改

めて、和道流の奥深さ、そしてそこにある大きな魅力を再認識する機会となりました。

　宗家最高師範から直接ご指導いただける機会は、古賀道場として年に二回ございます。しかし、五月の春合宿は、その密度も中身も

全く異なります。十時間以上という時間をかけ、ここまで丁寧に、細やかにご指導いただける機会は、全国的に見ても佐賀のこの合宿

しかありません。参加した子ども達も、宗家の丁寧で細やかなご指導のお陰で、みるみる変化を見せてくれました。出来なかったこと

が出来るようになり、新たな発見や気づきの中で、自ら上達を実感している姿が非常に印象的でした。

　今回の合宿を経て、改めて我々古賀道場一同が目指すべきものは、宗家最高師範から受け継ぐ和道流最高峰の技の習得、そして、そ

の過程から育まれる人格形成であると強く実感いたしました。「心・技・体」という言葉がある通り、この三つは切り離して成り立つも

のではありません。心が未熟であれば技も熟さず、身体が未熟であれば技もまた未熟となる。技の未熟さとは、心と身体の未熟さの表

れでもあります。

　我々の目の前には、世界に誇る和道流の「髄」を継承された宗家最高師範がおられ、その技を直接ご指導いただける環境がありま

す。これは紛れもなく、何事にも代え難い幸いであります。

古賀道場の目的は、「空手道修行を手段として、崇高なる人格を成すこと。」です。

 だからこそ、我々和道流門徒がここで本当に取り組むべきことは、献身的に和道流の技術習得に励み、その修行を通して己の人格を磨

き続けていくことにあります。そして、その修行に終わりはありません。

　たとえいつか道場を離れる日が来たとしても、和道流の技の習得に懸命になった時間は、その後の人生の中にも必ず息づいていきま

す。己を磨き続けることが習慣となり、修行は生涯続いていくのです。私は、これこそが最も大切なことだと思っています。道場を離

れたから空手の修行も終わるのではない。

 「武の道」とは、たとえ空手そのものから離れる時があったとしても、自分自身を成長させ続ける“道”が、生涯そこに在り続けるとい

うことです。

　これは、勝敗を主目的とするスポーツでは、なかなか到達しにくい境地であると思います。なぜならスポーツは、他者との勝敗を求

めるものだからです。しかし武道は違います。

　常に向き合う相手は、自分自身です。だからこそ、どのような未来を歩もうとも、その修練を生涯続けていくことができるのです。

古賀道場では、その目的を全員で全うするために、これからもより深く和道流の技の習得に挑んでまいります。

　和道流の技術の中にある「武の道」を、それぞれの心の真髄にまで植え付けること。

　それこそが、生涯己を高め続け、崇高なる人格者へと成長していく唯一の道であると、私は信じています。

GENKI❢



宗家最高師範の指導で充実の3日間

春合宿初日から、宗家最高師範によるきめ細やかなご指導が始まりました。

 突きの身体の使い方から、順突き・逆突きの足の運び、腰の使い方に至るまで、小さな子ども達にもわかりやすく丁寧にご

指導いただき、参加者一人ひとりに明らかな変化を見ることが出来ました。

毎年、この合宿を経験した子ども達が大きく成長していくのは、宗家最高師範による丁寧で細やかなご指導のお陰であると改

めて実感します。

形の指導では、まだ習ったことのない子も多い「ローハイ」を、時間をかけて細かくご指導いただきました。その内容は、

我々指導者にとっても新たな発見があるほど奥深いものでした。

最後には班に分かれ、「ローハイ」による形試合を実施。小さな子ども達も最後までしっかりと形を覚え、立派に演武するこ

とが出来ました。（あとは忘れないことが大事です！（笑））

今回の合宿を通して感じたのは、和道流の稽古に強い関心を持って取り組む子ほど、多くを吸収しているということです。特

に、今回段位審査に挑戦する子ども達は真剣に稽古へ励み、この三日間で大きな上達を見せてくれました。

合宿中にすぐ出来なかったことでも、宗家からご指導いただいた内容は、確実に身体と意識の中に残っています。そして、そ

の学びが日々の道場稽古の中で少しずつ形となり、やがて大きな成長へと繋がっていきます。

この春合宿は、子ども達の今後の上達に大きな影響を与えてくれる、本当に貴重な機会であると感じています。

合宿最終日に行われた和道流空手道連盟昇段審査会には、弐段に初挑戦となる貴恵、そして前回惜しくも不合格となった歩

希、悠雅、優月が二度目の挑戦をしました。

歩希以外の三名は、合宿期間中に宗家最高師範や押田先生からみっちりとご指導いただくことができ、日に日に大きな上達を

見せてくれました。その成果もあり、不安の中にも自信を持って審査会へ挑むことが出来たように感じます。

貴恵は、この三日間だけでも非常に大きな成長を見せ、審査では宗家最高師範、押田先生から「文句なし！」との評価をいた

だき、見事弐段合格となりました。悠雅も、合宿中に集中して真剣に稽古へ励んだ成果が実り、無事に合格をいただくことが

出来ました。今回、合宿に参加できなかった歩希は、やはり合宿中に皆が受けていた細かなご指導を受けられなかった部分も

あり、「第二合格」という結果ではありましたが、昨年12月の悔しさを乗り越え、見事初段合格を果たしてくれました。

優月も、いくつか指摘を受ける部分はあったものの、合宿での上達がしっかり評価され、「第二合格」をいただくことが出来

ました。今回合格した四名には、これに満足することなく、更に和道流の技術習得に励み、より高いレベルを目指して成長し

ていってほしいと思います。

貴恵、弐段合格！歩希、悠雅、優月も初段合格！
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